
を った  と、そのゆかりの を ねる

一

一

（
口
は

「
舗
菌
学
の
父
」
「
日
本
近
代
医
学

の
父
」
と
し
て
条
ら
独
て
い
る
北
里
来
二
邪ヽ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
ユ
来
二
郎
は
１
８
５
３
年
１
月
２９
日
◆
暑

永
５
年
１２
月
２０
日
）
、
北
里
帷
信

・
貞
の
長
男

（
兄
二
人
が
病
気
で
子
せ
）
と
し
て
阿
誅
那
小
回

郷
北
里
村
（現
小
回
町
北
里
）
に
生
ま
よ
ま
し
た
。

来
二
邦
は
生
ま
よ
つ
き
頑
俺
で
脆
力
も
あ
り
、

早
人
か
政
治
家
を
志
望
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

オ
況
の
勧
め
も
あ
り
８
茂
で
伯
そ
の
塚
ざ
九
、

小
国
郷
の
橋
本
北
芸
の
九
で
四
吉
二
釜
を
学
び

始
め
ま
す
。
１０
茂
に
な
る
と
、
■
方
の
れ
欠

堂

後
国
森

ｏ
久
留
島
藩
士

カロ
藤
海
助
に
預
け
ら
独
、

国
口
保
（儒
学
者
）
の
ネ
塾
で
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
旗

「時
召
徳
」
に
学
び
、
明
治

４
（１
８
７
１
）
年
、
１８
歳
で
熊
木
士
或
医
学
所

（後
の
熊
木
医
学
旗
）
に
入
学
。
オ
ラ
ン
ダ
人
数

衛
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
節
事
し
、
本
格
的
に
医

学
の
竜
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

明
治
７
（１
８
７
４
）
年
、
東
京
医
学
技
（
兄

左
の
来
京
大
学
医
学
部
）
に
進
学
。
こ
の
頂
、

「
医
学
を
国
民
の
十
福
の
た
め
に
用
い
る
べ
き
」

と
い
う
信
念
を
持
ち
、
「
予
防
医
学
」
を
生
涯

の
付
事
と
す
る
こ
と
を
決
意
。
年
業
後
、
後
の

日
無
総
裁

替
え
巨
与
の
次
女

斤
と
結
婚
し
、

内
務
省
符
生
局
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
劣

方
工
規
（熊
木
医
学
技
の
同
奪

・
れ
の
束
京
市

国
大
学
医
朴
大
学
学
長
）
の
紹
介
も
あ
り
、
明

治
１９
（１
８
８
６
）
年
か
ら
６
年
間
、
ベ
ル
リ
ン

大
学
の
ロ
ベ
ル
ト

・
コ
ッ
ホ
の
研
究
室
に
て
約

菌
学
研
究
に
没
頭
し
ま
す
。

明
治
２２
（１
８
８
９
）
年
、
戒
傷
風
菌
の
紀
粋

培
基
に
成
功
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
荻
傷
風
の
免

及
体
と
そ
の
治
療
法
（血
清
療
法
）
を
発
見
。
世

界
の
医
学
界
か
ら
注
目
さ
独
ま
す
。
し
か
し
、

緒
方
工
規
の
学
説
（
「
脚
免
菌
詭
」

］
脚
象
の

原
口
を
抽
菌
と
す
る
）
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
か

ら
来
夫
医
学
部
が
良
発
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ

カ
の
荻
洛
の
条
件
を
斯
り
、
明
治
２５
（１
８
９

２
）
年
５
月
に
帰
回
し
ま
す
が
、
■
月
ま
で
内

務
宕

へ
の
疫
帰
が
誕
め
ら
独
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
来
手
邪
の
業
墳
を
記
め
る
痛
沢
論

吉
の
援
助
に
よ
り
、
わ
が
国
初
の
伝
染
病
研
究

所
が
設
立
さ
薇
、
所
長
と
し
て
屯
え
ら
独
ま
し

た
。
来
二
邦
の
目
党
し
い
業
墳
は
こ
の
後
も
続

き
、
明
治
２６
（１
８
９
３
）
年
、
伝
染
病
撲
茂
を

目
指
し
た
わ
が
回
初
の
結
核
与
門
病
院

「
土
筆

ヶ
同
奏
生
回
」
を
開
設
。
翌
年
に
は
各
港
に
旅

竜
さ
独
、
ペ
ス
ト
菌
を
発
見
し
ま
す
。

明
治
３２
（１
８
８
９
）
年
、
九
の
伝
染
病
研
究

所
は
内
務
省
替
轄
と
な
り
ま
す
が
、
伝
染
病
研

究
と
符
生
行
政
は
泉
夏

一
体
で
あ
る
べ
き
と
い

う
信
念
を
持

つ
来
手
邪
は
引
き
続
き
所
長
を
務

め
、
約
菌
学
の
研
究
と
指
幸
に
あ
た
り
ま
し
た
。

明
治
３４
（１
９
０
１
）
年
に
は
第

一
ロ
ノ
ー
ベ
ル

賞
医
学
生
理
部
門
の
最
終
候
茄
と
な
り
、
明
治

３９
（１
９
０
６
）
年
に
は
日
本
違
谷
医
学
会
会
顛

を
務
め
て
い
ま
す
。

人
工
３
（１
９
１
４
）
年
、
伝
染
病
研
究
所
が

東
京
夫
学
の
令
下
に
入
よ
る
べ
く
、
丈
部
宕
に

移
告
さ
独
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
信
念
に
反

す
る
柴
二
郎ヽ
は
所
長
を
千
任
し
、
ネ
財
を
投
じ

て
北
里
研
究
所
を
設
ユ
。
研
冗ヽ
や
指
幸
を
行
い

な
が
ら
も
夫
工
８
（１
９
１
７
）
年
に
は
痛
沢
論

吉
の
恩
に
柔

い
る
た
め
、
疫
痣
大
学
医
学
部
創

設
、
初
代
医
学
部ヽ
長
も
券
め
て
い
ま
す
。

泉
夫
医
学
部
と
の
関
係
は
そ
の
役
も
依
妙
な

影
を
落
と
し
た
ま
ま
で
し
た
が
、
劣
オ
エ
規
と

の
友
情
は
変
わ
る
こ
と
な
く
続
き
、
彼
の
葬
憮

（１
９
１
９

・
７
没
）
で
は
来
子
邪
が
千
事
を
述

べ
て
い
ま
す
。
情
に
篤
く
物
事
に
筋
を
垂
す
熊

本
人
ら
し
さ
（
モ
ッ
コ
ス
）
は
、
ま
さ
に
来
■
邪

そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

６６
茂
に
な

っ
た
来
手
邪
は
、
北
里
研
究
所
の

財
左
を

一
功
今
付
し
て
社
回
法
人
北
里
研
究
所

を
設
立
。
そ
の
後
７．
茂
の
と
き
日
本
医
師
会
を

飼
設
、
初
代
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
絆
新
、
凸
占
戦
争
、
日
清
戦
争
、
日
露

戦
争
、
第

一
人
世
界
夫
我
、
関
東
大
夏
災
と
激

動
蜘
の
日
本
に
あ

っ
て
、
そ
の
人
生
を
国
民

（人
類
）
の
十
石
の
向
上
に
さ
さ
げ
７８
茂
の
人
■

を
終
え
ま
す
。
昭
わ
６
（１
９
８
１
）
年
６
月
１３

日
脳
溢
上
に
よ
り
鬼
せ
。
来
点

。
青
山
蒸
地
に

葬
ら
薇
て
い
ま
す
。

」
shibasaburou
kitazato
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